
▽
小
学
校
６
年
生
＝
有
嶋
俊
樹

（
南
月
剣
道
ク
ラ
ブ
）
▽
小
学

校
女
子
＝
竹
野
由
吏
天
（
し
げ

と
み
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

▽
中
学
校
１
年
生
＝
渋
谷
剛
志

（
鹿
児
島
横
川
剣
）
▽
中
学
校

２
年
生
＝
吉
川
樹
（
高
尾
野
中

学
校
）
▽
中
学
校
３
年
生
＝
山

元
秀
樹
（
重
富
稽
古
会
）
▽
中

学
校
女
子
＝
藤
崎
奈
都
季
（
重

富
稽
古
会
）

　
　
　
　
第
31
回
西
郷
菊
次
郎

　
　
　
顕
彰
剣
道
大
会
が
11
月

　
　
　
16
日
、
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

　
　
　
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、

　
　
　
団
体
戦
に
83
チ
ー
ム
、

　
　
　
個
人
戦
に
３
３
１
人
が

　
　
　
出
場
し
日
頃
の
練
習
の

　
　
　
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
本
町
か
ら
も
団
体
戦

　
　
　
に
７
チ
ー
ム
、
個
人
戦

　
　
　
に
25
人
が
出
場
し
、
団

　
　
　
体
戦
小
学
校
低
学
年
の

　
　
　
部
で
厳
翼
館
剣
道
ス
ポ

　
　
　
ー
ツ
少
年
団
（
盈
進
・

　
　
　
平
川
小
混
成
チ
ー
ム
）

が
第
３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　
今
大
会
で
優
勝
し
た
団
体
・

個
人
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

■
団
体
戦
　
優
勝

　
小
学
校
低
学
年
の
部
＝
平
佐

西
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
▽
小

学
校
高
学
年
の
部
＝
南
月
剣
道

ク
ラ
ブ
▽
中
学
校
の
部
＝
栗
野

中
学
校
Ａ

■
個
人
戦
　
優
勝

　
小
学
校
４
年
生
以
下
＝
桜
井

竜
之
介
（
阿
久
根
剣
道
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
）
▽
小
学
校
５
年
生

＝
東
幸
太
郎
（
伊
集
院
剣
心
館
）

８広報さつま９ 広報さつま

脳のすこやか塾　修了式

のニュースちまニュースもっと

人々が織りなす　元気で快適な　活力あるまち

　平成20年６月から実施していた

「脳のすこやか塾」が11月に修了

式を迎えました。「脳のすこやか

塾」は介護予防一般高齢者施策の

「認知症予防の教室」として開講

していた教室です。

　教室では，読み書きと簡単な計

算のほか，学習後の談話コーナー

もあり，たいへん好評でした。さ

つま町としては３年目の取り組み

で，３カ所の会場で実施しました。

修了式では開催した３カ所の参加

者が屋地楽習館に集まり，大変に

ぎやかな修了式となりました。今

後も，介護予防の一環として，ボ

ランティアの方を中心に続けてい

く予定です。教室については，す

こやか長寿課介護予防係 ℡53-

1111（内線2172）までお問い合わ

せください。

　「経験と知識を生かし生涯現役」

を合い言葉に，町高齢者クラブ連

合会主催の野菜品評会が12月９日，

宮之城ひまわり館で開催されまし

た。発芽時期に天候不良が続いた

影響などで，出展数は３２９点と

例年に比べやや少ないでしたが，

見事な作品が出品されました。審

査が終わると，即売が行われ，一

般来場者は，両手いっぱいに買い

求め，20分ほどで完売しました。

審査結果は，町高連だより「エイ

ジレスさつま」で紹介されます。

「脳のすこやか塾」修了式の様子

見事なできばえ！

　野菜品評会即売会も大好評

野菜品評会の様子

多くの愛好者を楽しませた選りすぐりの薩摩寒蘭

奥
薩
摩
竹
燈
籠
物
語

第
２
回
み
や
ん
じ
ょ
温
泉
竹
ホ
タ
ル

災
害
時
に
相
互
協
力

凛
と
立
ち
咲
く
町
の
花

町
花
ま
つ
り
・
薩
摩
寒
蘭
展
示
大
会

幻想的な明かりで通りを包む７千本の竹灯ろう

郵
便
事
業
加
治
木
支
店

第31回西郷菊次郎顕彰剣道大会の様子

　
薩
摩
寒
蘭
同
好
会
（
小
島
泰

秀
会
長
）
主
催
に
よ
る
、
さ
つ

ま
町
町
花
ま
つ
り
が
１１
月
２２
日

か
ら
２４
日
ま
で
の
３
日
間
、
宮

之
城
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
町
花
ま
つ
り
は
、
旧
宮
之
城

町
の
頃
か
ら
催
さ
れ
て
い
る
薩

摩
寒
蘭
の
展
示
会
で
、
今
回
で
、

通
算
５２
回
目
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

　
ま
つ
り
は
、
さ
つ
ま
町
の
町

花
で
あ
る
薩
摩
寒
蘭
が
１
６
８

鉢
出
品
さ
れ
、
展
示
の
ほ
か
、

審
査
、
表
彰
な
ど
も
行
わ
れ
、

県
内
外
か
ら
訪
れ
た
多
く
の
愛

好
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
薩
摩
寒
蘭
の
普
及
の

た
め
、
１
０
０
株
の
株
苗
の
無

料
配
付
も
あ
り
、
来
場
し
た
愛

好
者
に
は
た
い
へ
ん
好
評
で
し

た
。
　
主
な
入
賞
花
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。
（
敬
称
略
）

■
総
合
優
勝
　
　
大
　
泉
　
　

　
松
若
み
き
（
薩
摩
川
内
市
）

■
総
合
準
優
勝
　
司
の
華
　
　

　
後
潟
克
穂
（
い
ち
き
串
木
野
市
）

■
総
合
準
優
勝
　
弧
　
舟
　
　

　
西
田
善
浩
（
さ
つ
ま
町
）

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で
金
賞
受
賞

盈
進
小
学
校
吹
奏
楽
部

 

み
や
ん
じ
ょ
温
泉
竹
ホ
タ
ル

が
１２
月
５
日
か
ら
７
日
ま
で
の

３
日
間
、
湯
田
の
八
幡
神
社
前

県
道
沿
い
一
帯
で
点
灯
さ
れ
、

県
内
外
か
ら
多
く
の
見
物
客
が

訪
れ
ま
し
た
。

　
竹
灯
ろ
う
は
、
平
成
１８
年
の

水
害
か
ら
の
復
興
と
川
内
川
の

ホ
タ
ル
の
再
生
を
願
い
、
湯
田

区
や
が
ら
っ
ぱ
会
、
さ
つ
ま
町

商
工
会
青
年
部
、
鶴
田
中
学
校

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
多
く
の

方
々
の
協
力
に
よ
っ
て
設
置
さ

れ
ま
し
た
。
　

　
今
年
は
、
昨
年
の
５
千
本
を

上
回
る
７
千
本
の
竹
灯
ろ
う
に

明
か
り
が
と
も
さ
れ
、
通
り
は
、

ろ
う
そ
く
の
温
か
み
の
あ
る
オ

レ
ン
ジ
色
の
光
で
幻
想
的
な
美

し
さ
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
八
幡
神
社
境
内
で
は
、

電
子
ピ
ア
ノ
や
バ
ン
ブ
ー
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
も
行
わ
れ
、

柔
ら
か
な
音
色
に
見
物
客
も
足

を
止
め
て
、
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

　
竹
灯
ろ
う
は
、
本
町
特
産
の

竹
を
活
用
し
た
冬
の
新
た
な
観

光
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
期
待
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

金賞を受賞し喜ぶ盈進小学校吹奏楽部部員

協定を結び固い握手をする郵便事業株式会社加治木支店
の永田勇支店長（左）と井上町長（右）
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さ
つ
ま
町
と
郵
便
事
業
株
式

会
社
加
治
木
支
店
（
宮
之
城
・

鶴
田
・
薩
摩
集
配
セ
ン
タ
ー
）

に
お
い
て
『
災
害
に
係
る
相
互

協
力
に
関
す
る
協
定
』
が
１２
月

２
日
、
役
場
町
長
室

で
結
ば
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
町
内
に

お
け
る
災
害
発
生
に

対
し
て
、
被
害
拡
大

の
防
止
と
被
災
者
の

救
済
の
た
め
に
相
互

に
協
力
を
要
請
し
、

必
要
な
対
応
を
円
滑

に
遂
行
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
協
定
を

結
ん
だ
も
の
で
す
。

　
な
お
、
協
力
を
要

請
で
き
る
事
項
は
、

災
害
地
の
被
災
者
に

対
す
る
郵
便
葉
書
の
無
償
交
付
、

被
災
者
が
差
し
出
す
郵
便
物
の

料
金
免
除
、
被
災
地
宛
て
の
救

助
用
郵
便
物
の
料
金
免
除
、
郵

便
物
の
配
達
等
の
業
務
中
に
発

見
し
た
道
路
等
の
損
傷
状
況
及

び
火
災
等
災
害
発
見
時
の
町
へ

の
情
報
提
供
な
ど
で
す
。

　
第
３５
回
鹿
児
島
県
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
が
１２
月
６
日
、

加
治
木
町
の
加
音
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、
盈
進
小

学
校
吹
奏
楽
部
が
、
小
学
校
の

部
の
混
合
四
重
奏
で
参
加
し
、

見
事
金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
金
賞
を
受
賞
し
た
盈
進
小
学

校
吹
奏
楽
部
は
、
２
月
７
日
に

佐
賀
市
で
開
催
さ
れ
る
第
３４
回

九
州
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

コ
ン
テ
ス
ト
に
出
場

す
る
こ
と
が
決
ま
り

ま
し
た
。

　
吹
奏
楽
の
ま
ち
を

担
う
次
世
代
の
子
ど

も
た
ち
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　
受
賞
曲
「
４４
の
小

品
よ
り
」
は
、
み
や

ん
じ
ょ
吹
奏
楽
フ
ェ

ス
タ
２
０
０
９
で
も

披
露
さ
れ
ま
す
。


